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牧野静  宮沢トシの信仰とジェンダー 
103 
が触れ得た女性の宗教的な救済のありようは、家庭に尽くす婦人像と等しいも
のとして語られていた。このような女性の救済像と、トシが自身に望んだ理想的
将来像には、大きなずれがあった。それゆえトシの葛藤は続いた。そして最終
的な理想として、法華経の世界観に惹かれていることを示唆しつつ、「凡ての人
に平等な無私な愛を持ちたい」という宗教的理想を綴るに至ったというのが、
本報告の結論である。 
トシが婦人としての救済を得たいと願ったのであれば、道筋はごく分かりや
すく示されていたはずである。すなわち、家庭に従属的な婦人の役割を担う、
自身の将来像を描くことである。しかしトシは、自身の女性という属性について
は言及しない。トシが自身の女性という属性を問題にしないで記述を行ったこ
とは、彼女が女性という属性から自由であったことと、直ちに等価にはならない。
むしろ、触れ得た宗教的文脈における婦人道徳に一切言及しないのは、一度は
婦人の救済像を意識した上での、脱色だったのではないだろうか。「自省録」に
おける記述は、彼女の葛藤が、具体的な苦悩の次元を飛び越えたいという願
いとなって結実したものであるという推測も、うがちすぎたものであるようには
思われないのである。 
トシ自身の生涯はごく短いものであり、遺されたテキストにも限りがある。ト
シは文学者宮沢賢治の妹でなければ、おそらく語り継がれることのない存在で
もあっただろう。しかし本報告で扱ったように、トシは単に創作者宮沢賢治にと
っての夭折した妹というモチーフに留まらない。トシという存在は、近代日本の
宗教と女性、社会と女性を考察する際の、重要な手がかりとなるだろう。
